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別紙様式3 (課程博士 •論文博士共用)
論 文 内 容 要 旨
X整理番号 4 4 0 氏 名 藤 吉 奈 央 子
学位論文題目
Associations between socioeconomic sta tus and the prevalence and 














対象は無作為抽出された日本全国3 0 0地区の一般住民に対して実施された平成22 
年国民健康•栄養調査の参加者（2 0 歳以上の男女）においてNIPPON DATA2010への 
参加に同意した計2898人である。CVDの既往者198名を除外し、高コレステロール血 
症情報および婚姻状況、就業の有無、教育歴、世帯月間支出（等価支出）に欠損のな 
い男性 999名 （平均年齢59.1 歳）女 性 1418名 （平均年齢 57. 2 歳）の合計2417名を 
分析対象とした。社会的要因は、婚 姻 状 況 （既 婚 /未 婚 ：離婚と死別を含む）、就業 
の有無、教 育 歴 （高校卒業以下/短大以上）、世帯月間等価支出（第 1 五分位，第 2 








別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
・ ■___________________________________  (続紙)
【結果】
男性における有病率は21.5%、そのうち 55. 4%が未治療であった。女性ではそれ 
ぞれ、31.0%、55.1%であった。ロジスティック回帰分析において、男性における有 
病オッズ比は世帯等価支出『第 2 五分位以上』を基準とした『第 1 五分位』で 1 .66 
(95%信頼区間：1 .1 6 -2 .3 8 )と高かった。また未治療オッズ比は『既婚群』を基準 


































(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的•方 法 •結 果 •考 察 •結論の順に記載し、 
2 千字程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。
別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 440 氏 名 藤 吉 奈 央 子
論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
本論文では、国民の代表集団であるNIPP・ DATA2010ベースライン調査に参加した男性
999人 （平均年齢 59.1歳）女 性 1418人 （平均年齢57. 2 歳）のデータを用いた断面研究に 
おいて、社会的 要 因 （就業、婚姻、学歴、世帯支出） と高コレステロール血症の有病、治 
療との関連を検討し以下の点を明らかにした。
•多重ロジスティック回帰分析において、年齢などの影響を調整した結果、男性の有病オッ 
ズ比は世帯等価支出『第 2 五分位以上』を基準とした『第 1五分位』で 1.66倍 （95%信頼 
区 間 ：1.16_2. 3 8 )と有意に高かった。
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